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(ll) 円筒中の超流動3Heの流れのある場合の/-textureの安定性
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(12) Helicaltextureの安定性
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(14)磁場中の3He-Bのcollectivemodeに対するFermiliquidcollections
東大 ･教養 長谷川 泰 正 ･生井沢 寛
液体 3Heに於 け るF2S






















山口大･理 永井 克彦 ･原 純一郎
最近の実験で報告されているFermiLiquidParameterの値の動向を紹介し,問題 となる点
を指摘する｡又,粘性係数,熱伝導率,スピン拡散係数の3つの実験値を用いて, /-2まで
のFermiLiquidParameterを決める試みについて報告する｡
1. 最近,-ルシンキ,1)コ-ネノ㌔)のグループにより,液体 3H｡の比熱の再測定が行なわれ有
効質量,n*の値が報告された｡それによるとm*の値は,Wheatley3)が与えている値に比べ非
常に小さく70%程度の数値になっている｡有効質量は,パラメータFISと
7n*/7n-1+F IS/3 (1)
で結ばれているから,FISの値 も又,Wheatley3)が与えている値よりも小さくなるoその結果,
静的な物理量から計算しうるF.S,F.aも相当違った値をもつことになり,例えば20気圧程度
では下の表のようになる｡
old new
Fos 59･78 42･00
4XFoa -2･94 -3･24
FIS 12･51 8･00
従って,新しい,n*の値は,液体 3Heの定量的な性質を大巾に変更するものになる.-ルシン
キグループの論文1)によれば,この違いは温度スケールの違いによるものとされているが新
しい温度スケールに対する疑問も又出されている4.)
一九 他に今まで知られているパラメータとしてはF2Sがある｡これは零音波の音速が
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